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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

一人ひとりに寄り添い、

PDCAサイクルを回した実習を行うことで、

障がいのある人の雇用と安定就労を実現する体制づくり

○ オムロン太陽株式会社 江口 恵美
（D&I推進グループ グループ長 精神保健福祉士/産業カウンセラー）
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

◆住所 大分県別府市大字内竈字中無田1393番地1

◆設立 1972年2月4日

◆創業 1972年4月8日

◆資本金 25,028,730円（オムロン㈱87% 太陽の家13%）

◆従業員数 72名（男性53名：女性19名 2021年10月現在）

障がいのある者32名 障がいのない者40名

会社概要
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

創業50周年 2022年4月8日

創業50周年記念
プロジェクトサイト
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

取組の背景と課題

在籍
３名

T事業所２
他事業所１

リタイア
３名

T事業所 1
ハロワ ２

4名

一
般

過去４年間の実績一覧
（2017~2020年）

入社 6名 在籍 ３名

２名

2017年以前

入社2名
うち

T事業所 1名
ハロワ 1名

計5名

合格率 定着率

ハローワーク経由 40% 0%

就労移行支援
事業所経由

80% 75%

① 就労移行からの入社は、合格率も定着率も良い

② ハローワークからは合格率も定着率も悪い → 実習ができていない、支援者不在（準備不十分）

③ T事業所 就労移行支援利用者の当社就職率は高くない

精神障がい/知的障がいのある人の雇用実績

就
労
移
行
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

パイプライン管理の導入と実行

パイプライン管理

受注から成約に至るまでのプロセス全体

営業のマネジメント手法の一部で、初回のアポイント獲得から契約・受注までの流れを可視化し、分析や改善を行っていく手法

学校卒業・就労移行支援事業所入所～雇用・定着までの一連の流れの中で管理し、克服すべきポイントが多数＋長期間に渡っており、
各ステージでの離脱具合を見て、重点化すべきアクションが明確になるという点が効果的。

学校卒業
↓

T事業所入所

※実習受入可能数確認
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

当社実習予定

Bさん（精神:男性）
Cさん（精神：女性）

座学
16名

実習
4名

定員 ２０名

他社への実習
１名

他事業所
0名

当社実習予定
3名

Aさん（男性）
Bさん（男性）
Cさん（女性）

就
労
移
行

Oさん

入社 1名

2021年度振り返り

◆悪かったこと、できなかったこと → 継続改善

・実習専用ライン設置による実習開始

・製造担当者より直接指導、コミュニケーション

・実習に関わった担当者から実習評価票による評価

・精神障がいのある人に合わせた実習（計画見直し、コミュニケーションなど）

・指導者の力量確認不足。的確な説明ができず習熟ペースに影響があった

◆良かったこと → さらにバージョンアップ！！

２０２2年度

当社実習1名
Oさん

実習① 実習② 実習③

4名

2021年度実績
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

実習ラインの作業の様子

製造/品質保証経験があり、
ジョブコーチ資格を持つ指導者が常時観察、サポート

必要に応じて様子を記録。
課題や情報共有として、T事業所へ提供。
実習の振り返りにも活用。
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

・操作軸（+－）取り付け 手組み
・復帰バネ取り付け ピンセット使用

・ネジ締め/ネジ外し 電動ドライバー

サムロータリスイッチ リレーソケット

手組み → 道具を使用する→別の製品で道具を使う

実習ラインの作業の様子
オムロン製電子部品の組み立て作業。段階的に難易度UP。



第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

◆ 作業スケジュール、内容 ◆ 組立実績 ◆ 日毎、回数毎の変化グラフ

当日の作業スケジュールや作業内容。
見通しが立つ。

見える化により、次の目標が立てやすい。 個人別の実績が分かり、
取り組みのモチベーションUP。

実習ラインの作業の様子
オムロン製電子部品の組み立て作業。段階的に難易度UP。
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ピンセットでばねを掴むコツについて、口頭説明のみで伝わりづらいため画像を貼付。より詳しい部分ごとの組立指示を追加。10

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

効果的な実習を行うための改善：作業要領書の見直し



職業生活スキル 職業能力

T事業所にて使用されている「職業準備性/職業能力チェックシート」と評価軸を合わせる。

レーダーチャートで、評価者と本人のギャップを確認。課題が明確になる。 11

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

評価シート：「職業準備性/職業能力チェックシート」にて評価



② チャートの基準を低くする

①就労能力ゾーンを広くする・ 入社可能となる内容、ゾーンを設定し、入社基準作成。

・ 今後は、就活能力ゾーンは広く、チャートの基準は設定できる

ように調整し、入社しやすい基準を構築していく。

・ 毎年更新することで精度UP、採用数増加。
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

当社版 「就労能力目安」の設定



① 模擬的に操作する生産設備の導入により、組立だけでなく、検査の適性の見極めの追加が可能となる
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

効果的な実習を行うための改善：実習工程追加検討中

② 事務系業務の実習。採用職域の拡大が可能となる。
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

今後について

パイプライン管理による就労移行支援事業は、一般就労に繋げることができる活動。

T事業所、当社ともにお互いの就職率/定着率を上げていく。

就労移行支援 実習 見極め 一般就労

◆ 就労移行支援T事業所との連携

◆ オムロン本社へ、経験活用による支援

オムロン各社で採用した精神/知的障がいのある人のトレーニングを請け負う。

それぞれの特性を整理、就労する上で必要な「処方箋：育成/評価、配慮ポイントなど」を作成して、送り出す。

就労移行課との連携（業務委託）により、トレーニング依頼。 → 世の中の困りごとをビジネスモデルにて解決 → 「こと化」

2022年

2030年

トレーニング 現場実習
見極め

処方箋作成
送り出し

定着支援

定着支援
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第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

企業理念の実践

潜在するニーズを感知することにより、暮らしを豊かにする、

また社会の課題を解決する商品・サービスを先駆けて提供し、社会に役立つこと

人の多様性、人格、個性の尊重はもとより、

人間らしい暮らしや仕事を追求するという私たちすべての活動の根底にある価値観

当社での取り組みを世の中の発信すること → 障がいのある人への理解や雇用が促進

50年間支えていただいた方々への恩返し


